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令和５年度部活動活動方針実践事業
優良事例発表会

総社高校ハンドボール部の取り組み

岡山県立総社高等学校ハンドボール部
顧問 所 努

1.学校概要

○ 学校紹介

・１•２年定員 ２４０名（普通科２００名、家政科４０名）
・３年定員 ２８０名（普通科２４０名、家政科４０名）

・全校生徒 ７１９名（R5年４月時点）

・家政科は全県学区
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1.学校概要

○進路状況（R5年実績）

国公立大学 ５３名

私立大学 １８５名

短期大学 １４名

専門学校 ３６名

1.学校概要

○ハンドボール部の状況

3年生 １５名（女子部員２名含む）

2年生 ０９名（マネージャー１名含む）

1年生 １２名（マネージャー１名含む）

合計 ３６名
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研究対象者

第１回アンケート（2023年7月）
第２回アンケート（2023年12月）

在籍 第１回 第２回
1年生 12名→12名回答→11名
2年生 08名→08名回答→08名
3年生 13名→13名回答→13名

在籍 33名 33名 32名

１．学校概要

○ハンドボールの実績

インターハイ １３大会連続２４回出場（最高：ベスト１６）

全国選抜大会 ４大会連続１５回出場 （最高：ベスト８）

2023年 かごしま特別国体 準優勝
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2.研究の目的
＜現状＞

・県内の優秀な選手が多く在籍し、高い目標に向けて切磋琢磨し活動している。
・県内では不動のトップチームとして10年以上活躍している。
・中国地区の強豪校として認知されているが、全国ベスト８の壁を越えられない。

＜課題＞
・部員数も増えているが、競技レベルの差が大きくなっている。
・チーム目標を達せするため、一人一人に明確なポジション（仕事）がない。
・短時間練習であるため（90分/平日）振り返りの機会が不足。

＜期待する姿＞
・主体的に行動できる選手
・帰属意識が高く、チームの為に行動できる選手。

３．研究の方法

・生徒への意識調査

・モデル校（筑波大学）へ訪問。
（練習・公式戦・ミーテンング）

・モデル校（筑波大学）のヘッドコーチ招聘
（指導実践・チームマネジメント・情報分析）
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３．研究の内容 １
意識調査 ７月 →     １月

３．研究の内容２ 筑波大学訪問 ９月
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３．研究の内容２

筑波大学訪問 ９月

３．研究の内容２筑波大学訪問９月
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３．研究の内容 筑波大学訪問 ９月

３．研究の内容３
筑波大学
HC招聘 １１月
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３．研究の内容３ 筑波大学 HC招聘 １１月

４．研究の成果
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チーム目標理解度

第１回アンケート

第２回アンケート

チーム目標達成への取り組み

第１回アンケート

第２回アンケート
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情報分析の効果について
公式試合

練習前に課題抽出をしているか？
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活動状況について

第１回アンケート

第２回アンケート

役割について自身のやりがいの感じ方
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４．成果
○選手一人一人の帰属意識が向上

○チーム内の競争力が向上

○大会成績の向上
（国体準優勝、中国大会連覇 など）

５．課題について

○短時間で効率を上げるため費用を投資

映像分析アプリの費用

○持続可能な組織マネジメント

学年バランス・部員数・指導者数
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６．提案 など

○チーム目標の明確化

達成に向けた具体的行動をチームでしっかりと議論し規律を守ること。

○一人一人の具体的な役割を明確化

自分の役割がはっきりすることで、主体的に活動できる。

６．提案 など

○練習メニュー、練習の課題を明確にしておく

事前にしっかりと準備を行ってトレーニングする。

○学校外の指導者を有効活用する

一人で抱え込まない。たくさんの目で選手を評価する。
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７．まとめ

○短時間でも十分な効果のある練習は可能

○部局を設置し、チームマネジメントに選手も参加させる

○指導に関わる指導者を増やし、様々な視点で選手を指導・評価する

○客観的に評価できるように数値を用いる

ご清聴ありがとうございました。


